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令和４年２月 8 日 

区総務部企画振興課 

  第９回「桧原桜賞」入賞作品の決定について 

南区には、昭和５９年（１９８４年）春、道路拡張工事により伐採される運命にあった桜が、住民の
1 首の短歌をきっかけに伐採から救われたという「桧原桜のエピソード」があります。（下記詳細）  

この心温まるエピソードを広めていくために、「さくら」をテーマに短歌を募集する「桧原桜賞」を
平成２１年度から開始し、今回で９回目を迎えました。今回も全都道府県・海外から過去 2 番目に
多い、4,373 人（4,373 首）の応募がありました。 

このたび、別添のとおり合計２４作品が入賞に選ばれましたので、広報をお願いいたします。 
また、表彰式を開催いたしますので、併せてお知らせいたします。 

※新型コロナウイルス感染症防止対策で表彰式の内容の変更・中止になる場合があります。

表彰式
日 時  令和４年 3 月２７日（日） １０時半から１時間程度 
場 所  ゆめアール大橋（福岡市大橋音楽・演劇練習場） 住所：南区大橋 1-3-25 

・主催：桧原桜賞実行委員会   ・共催：福岡市   ・協賛：(株)九電工

・後援：福岡市教育委員会、(公財)福岡市文化芸術振興財団、西日本新聞社、毎日新聞社、朝日新聞社、
読売新聞社、福岡市内郵便局 

 

 

 
 
 

 

 

Press Release 

◆ 曲がりくねった狭い農道だった長住と桧原を結ぶ道路 
の拡幅工事が進められ、樹齢50年の桜９本が伐採さ
れることになりました。

◆ 工事が進み、昭和59 年3 月10 日、枝一杯に蕾を
つけた桜の木が１本切られました。

◆ その翌朝、市長に向け、桜の最後の花を咲かせてという 
嘆願の色紙が吊るされていました。 

◆ その色紙を偶然見たある会社社長の共感が地元の新 
聞で桜助命嘆願の記事として掲載され、花を惜しむ
短歌や句が次々 に桜に吊り下げられ、のちにその内 
の１首が、当時の進藤一馬市長の返歌とわかりました。

◆ そして、道路拡幅ルートが松本池の一部を埋める内容に
変更され、残り８本の桜は永遠の開花を許されました。
１人の短歌によって、様々 な人々 が動き、桧原桜の命は
守られたのでした。

◆ 現在、残された桜の一帯は桧原桜公園として整備され、
地域に愛されています。

◆ この話は、作曲家團伊玖磨さんの有名な随筆
「パイプのけむり」 に書かれ、ワールドマガジン
「リーダーズ・ダイジェスト」 に転載されて、世界中に
広く知られることになりました。

◆ また、この桧原桜の花守り物語は、小中学生の道徳副
読本にも採用されたことがあります。

◆ この物語は、桧原桜公園の案内板にも書かれており、
左記の短歌２首も公園の石碑に刻まれています。

桧原桜と助命嘆願の色紙 

花守り 進藤市長殿 

 花あわれ 
 せめてはあと二旬 
   ついの開花をゆるし給え 

道路拡張前     道路拡張後 

～ 桧原桜にまつわるエピソード ～ 

 桜花惜しむ 
大和心のうるわしや  
  とわに匂わん  花の心は 香瑞麻 

かずま
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■応募数    ※応募は一人一首 

応募数 合計 ４，３７３ 首 

部門別 

一般の部 1,065 首 

高校生等の部 1,147 首 

中学生の部 1,118 首 

小学生の部 1,043 首 

■入賞・秀作・入選作品  

 

 

 

 

 

■入賞の種類と副賞  ※各部門各賞１名（合計 24 名） 

賞  名 副  賞 

福岡市長賞 QUO カード（３万円） 
福岡市議会議長賞  特別賞※１ 

QUO カード（１万円） 

福岡市南区長賞    特別賞※２ 

西日本新聞社賞 

桧原桜賞実行委員会長賞 

桧原桜花守り会賞 

※１ 福岡市内から選考   ※２ 南区内から選考 

■選考委員 

氏名 主な受賞歴等 

桜川 冴子 
現代歌人協会会員、福岡市文学賞選考委員、福岡文化連盟理事、読売新聞西部本社版季評担当 他 
長風新人賞受賞(平成８年)、福岡市文学賞受賞(平成１７年）、 第四十四回博報賞受賞(平成２５年)、 
青木秀賞受賞(平成２６年)、 福岡市文化賞受賞(令和２年) 他 

藤野 早苗 現代歌人協会会員、コスモス短歌会選者 
福岡市文学賞受賞（平成１６年） 他 

山下 翔 
現代歌人協会会員 
第四十四回現代歌人集会賞受賞(平成３０年)、第四十九回福岡市文学賞受賞(平成 31 年）、 
六十三回現代歌人協会賞受賞(平成３１年) 

 

部  門 入賞 秀作 入選 

一般の部 ６首 ２２首 ４５首 

高校生等の部 ６首 ２３首 ４３首 

中学生の部 ６首 16 首 48 首 

小学生の部 ６首 ２1 首 ５0 首 

計 ２４首 82 首 186 首 
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